
- 1 -

2020年 12月 19日
ねん がつ にち

待降節第四主日
たいこうせつだいよんしゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「私は主のはしためです。お言葉通り、この身になりますように」
わたし しゅ こと ば どお み

マリアはこの言葉を持って聖⺟となりました。マリアにとって天使ガブリエルからのお告
こと ば も せい ぼ てん し つ

げは、全く理不尽な内容であったに違いありません。「どうしてそのようなことがあり得
まった り ふ じん ないよう ちが え

ましょうか」と言う、強い否定の言葉に、その困惑の度合いが感じられます。しかしマ
い つよ ひ てい こと ば こんわく ど あ かん

リアは、聖霊の働きを通じた神の不思議な計画についての天使のお告げを受け、「神に
せいれい はたら つう かみ ふ し ぎ けいかく てん し つ う かみ

出来ないことはなに一つない」と言う言葉に信頼を置き、神の計画にすべてをゆだねる
で き ひと い こと ば しんらい お かみ けいかく

ことを信仰において決意します。
しんこう けつ い

教皇パウロ六世は使徒的勧告「マリアーリス・クルトゥス」において、「マリアの信仰
きょうこう ろくせい し と てきかんこく しんこう

は、彼⼥にとって神の⺟になるための⼿段であり、道でもあったのです」と指摘してい
かのじょ かみ はは しゅだん みち し てき

ます。その上で教皇は聖アウグスチヌスの言葉を引用して、「信仰に満たされて、胎内
うえ きょうこう せい こと ば いんよう しんこう み たいない

にキリストを宿らせるに先立って心にキリストを宿らせたとき、彼⼥は『私は主のは
やど さき だ こころ やど かのじょ わたし しゅ

しためです。お言葉通り、この身になりますように』と答えた」として、教会がキリス
こと ば どお み こた きょうかい

トと一致して⽣きていることへの模範を聖⺟マリアの信仰が⽰していると指摘します。
いっ ち い も はん せい ぼ しんこう しめ し てき

さらに教皇は、教会は聖⺟マリアの⾏動原理に倣って⽣きていると指摘し、特に典礼
きょうこう きょうかい せい ぼ こうどうげん り なら い し てき とく てんれい

において、「神のみことばを信仰を持って聞き、引き受け、のべ伝え、尊び、⽣命の糧
かみ しんこう も き ひ う つた とうと せいめい かて

として信者に分け与え、さらにまた、みことばの光に照らされて『時のしるし』を吟味
しんじゃ わ あた ひかり て とき ぎん み

し、歴史における出来事を解釈しつつ⽣き続けている」と述べています。(17)
れき し で き ごと かいしゃく い つづ の

聖⺟マリアの信仰は、この世界を支配しているのは人間ではなくて、世界を創造された神
せい ぼ しんこう せ かい し はい にんげん せ かい そうぞう かみ

であるという、神の前にへりくだる明確な態度と確信に基づいています。この世界は、
かみ まえ めいかく たい ど かくしん もと せ かい

創造主である神によって支配され、神はその計らいを持ってわたしたちを導かれる。そ
そうぞうしゅ かみ し はい かみ はか も みちび

のように信じて⽣きる⾏動の原理を、聖⺟マリアの人⽣はわたしたちに模範として⽰し
しん い こうどう げん り せい ぼ じんせい も はん しめ

ています。
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「神に出来ないことは何一つない」という信仰における確信は、自らの人⽣をあきらめ
かみ で き なにひと しんこう かくしん みずか じんせい

ることではなく、神の計画を実現するために貢献するのだという前向きな希望を⽣み出
かみ けいかく じつげん こうけん まえ む き ぼう う だ

すものです。

教皇フランシスコは 11月 29日のお告げの祈りで、「待降節は、絶え間なき希望への呼び
きょうこう がつ にち つ いの たいこうせつ た ま き ぼう よ

かけです。・・・神は、いつも人類の歴史の中に現存されます。神は、わたしたちを支え助
かみ じんるい れき し なか げんそん かみ ささ たす

けるために、わたしたちの傍らを歩まれる、「わたしたちと共におられる神です」。主は、
かたわ あゆ とも かみ しゅ

わたしたちを決して見放しません。⽣活の中で、わたしたちが日ごとの歩みの意味を発見
けっ み はな せいかつ なか にち あゆ い み はっけん

できるよう、わたしたちと共に歩んでくださいます。嵐の最中には、いつもわたした
とも あゆ あらし さいちゅう

ちに⼿を差し伸べ、危険から救ってくださいます」と励ましの言葉を述べられました。
て さ の き けん すく はげ こと ば の

神の計らいに信頼し、その中にこそ希望が⽣まれると信じているわたしたちは、この一年、
かみ はか しんらい なか き ぼう う しん いちねん

神のご計画はどこにあるのだろうかと識別を重ねています。いのちの危機という困難な
かみ けいかく しきべつ かさ き き こんなん

状 況の中で、また暗闇に彷徨う旅路の中で、教会は「時のしるし」を識別しようと、努力
じょうきょう なか くらやみ さま よ たび じ なか きょうかい とき しきべつ ど りょく

を重ねています。聖⺟マリアが信仰においてその心にキリストを宿らせたように、わた
かさ せい ぼ しんこう こころ やど

したちも信仰に⽣きる教会にキリストが宿られていることを信じています。また、聖⺟
しんこう い きょうかい やど しん せい ぼ

マリアがその胎にイエスを宿したように、教会も、主ご自身が「世の終わりまでいつも
はら やど きょうかい しゅ じ しん よ お

あなた方と共にいる」と言われた約束を信じ、教会にキリストが共におられ、歩みを共
がた とも い やくそく しん きょうかい とも あゆ とも

にしておられることを信じています。神の計らいは暗闇に輝く希望の光です。主は共
しん かみ はか くらやみ かがや き ぼう ひかり しゅ とも

におられます。


